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１．１．１．１．水 道 用 語 に つ い水 道 用 語 に つ い水 道 用 語 に つ い水 道 用 語 に つ い てててて    

  

１．水１．水１．水１．水        頭頭頭頭     

  圧力を生じる、必要な水柱の高さを表す。  

     1111㎏／㎠（㎏／㎠（㎏／㎠（㎏／㎠（0.0980665 Mpa0.0980665 Mpa0.0980665 Mpa0.0980665 Mpa）＝水頭）＝水頭）＝水頭）＝水頭    10101010ｍｍｍｍ        

  

２．損失水頭２．損失水頭２．損失水頭２．損失水頭     

  管路の制水弁を開いて水を流すと、水圧は低下する。これは水が管の摩擦・曲がり・断面変化その他 

 の抵抗に打ちかって流れることで圧力が損失するためであり、この低下した分の水頭を損失水頭という。  

  

３．３．３．３．静 水静 水静 水静 水 圧圧圧圧    

  管を満水状態にし、水が流れていない時の水圧をいう。  

  

４．４．４．４．動 水動 水動 水動 水 圧圧圧圧     

  水が流れて損失した水頭を静水圧から差し引いた水圧を動水圧という。  

  

５．動水勾配５．動水勾配５．動水勾配５．動水勾配     

  管路の損失水頭とその管長との比をいう。  

       Ｉ＝ｈ／Ｌ（Ｉ：動水勾配、Ｉ＝ｈ／Ｌ（Ｉ：動水勾配、Ｉ＝ｈ／Ｌ（Ｉ：動水勾配、Ｉ＝ｈ／Ｌ（Ｉ：動水勾配、    ｈ：損失水頭、ｈ：損失水頭、ｈ：損失水頭、ｈ：損失水頭、    Ｌ：管長）Ｌ：管長）Ｌ：管長）Ｌ：管長）     

  すなわち、動水勾配が大きいということは管路長に比較して損失が大きいということであり、管路の 

能力の目安となる。  

  

６．衝撃水圧６．衝撃水圧６．衝撃水圧６．衝撃水圧     

  流れる管内の水を急閉止して停止させると上流側の水は急に速度が減少するため、水圧が上昇する。  

 また、管内に空気があったり、ポンプの急激な運転等によっても起こる。  

  

７．７．７．７．負 水負 水負 水負 水 頭頭頭頭     

  大気圧下の水頭をいう。  

  

８．全８．全８．全８．全    揚揚揚揚    程程程程     

  ポンプによって水に与えられる水頭の総和。  
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２．２．２．２．土 砂 の 種土 砂 の 種土 砂 の 種土 砂 の 種 類類類類    

 

  土砂の主な形の名称と性質の大略は次のとおりである。  

 

１．玉１．玉１．玉１．玉        石石石石        

  礫より粒径の大きな石片で、直径は20㎝程度のものをいう。  

 

２．礫２．礫２．礫２．礫        

  砂より粒径の大きな石片で、直径は２㎜～20㎝程度のものをいう。  

 

３．砂３．砂３．砂３．砂        

  岩石または鉱物片の丸または角ばった粒子からなっており、粘着力がなく粒径は0.05㎜～２㎜程度の 

 ものをいう。  

 

４．無機質の沈泥４．無機質の沈泥４．無機質の沈泥４．無機質の沈泥        

  鉱物粒子だけからなっていて、粒径の範囲は0.005㎜～0.05㎜程度、角ばった粒径のものが多い。沈 

 泥は、圧縮性が小さいが、平たい粒径の多いものは圧縮性が大きい。大体においてあまり塑性を示さず、 

 透水性が比較的大きく間隙水は移動しやすい。乾いたものを指でつぶすと容易につぶれる。土にちょっ 

 とした刺激を与えると突然液状化するクイック・サンド現象を示すのは、無機質の沈泥だけである。細 

 かな沈泥と粘土はよく似ているため、混同しないように注意すること。  

 

５．有機質の沈泥５．有機質の沈泥５．有機質の沈泥５．有機質の沈泥        

  無機質の粒子に若干の分解した有機物または有機コロイドを含む沈泥である。圧縮性が大きく、透水 

 性は低い。色は明色ないし暗灰色または黒で、臭気をもっていることが多い。  

 

６．岩６．岩６．岩６．岩        粉粉粉粉        

  岩石が機械的に分解された粒子からなり、性質としては角ばった粒子の沈泥に似ている。ただし、粒 

 径上もっと細かい粒子を含むことがある。  

 

７．無機質の粘土７．無機質の粘土７．無機質の粘土７．無機質の粘土        

  岩石の科学的分解によって生じた粒径が主として0.005㎜以下の粒子からなる土である。適当な含水 

 量のもとでは高い塑性を示し、乾くと非常に硬くなる。  

 

８．有機質の粘土８．有機質の粘土８．有機質の粘土８．有機質の粘土    

  無機質の粘土に若干の分解した有機物または有機コロイドを含むもの。水に飽和していると非常に圧 

 縮性が高いが、乾くと硬くなる。暗灰色または黒色で臭気を持つ。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資－２ 



 

９．泥９．泥９．泥９．泥        炭炭炭炭        

  主として腐朽した植物が堆積して生じた土で、繊維質の残っているものが多い。せん断強度が低く圧 

 縮性が大で、もっとも柔弱な土層である。関東地方の低湿地で化土と呼ばれているのもこの種類のもの 

である。  

 

10101010．ハードパン．ハードパン．ハードパン．ハードパン        

  水を受けて軟化しない硬く固結された層に対する名称で、大きな貫入抵抗を示す。  

 

11111111．土．土．土．土        丹丹丹丹        

  硬い粘土層または泥炭・頁岩（けつがん）類を漠然と呼ぶ土木用語である。  

 

12121212．黄．黄．黄．黄        土土土土        

  細粒で粒径がそろい（ほぼ0.01㎜～0.05㎜）、大きな間隙比を持っているのが特徴の風積土である。 

 粒子間には膠結性があり、ほぼ垂直の断崖で安定のある性質を持つ。色は主として明褐色である。  

 

13131313．関東ローム層．関東ローム層．関東ローム層．関東ローム層        

  関東地方で赤土と称するもので、火山灰の風積土である。洪積大地の最上部に５～15ｍの層厚で堆積 

し、浮石土層を挟むなど数層からなっている。地下水の影響を受けると性質が変化している。  

 

14141414．．．．浮 石浮 石浮 石浮 石 土土土土    

  火山が噴出した浮石が砂状ないし粘性土状を呈するもので、関東ローム層中にも見られる鹿沼土は特 

に有名である。 

 

15151515．．．．真 砂真 砂真 砂真 砂 土土土土    

  粗径の石英結晶の混ざった砂質ないし粘質土に対する土木用語である。花崗岩・石英・班石の風化土 

は大体この程度のものである。  
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３．ダクタイル鋳鉄管外面塗装補修作業要領３．ダクタイル鋳鉄管外面塗装補修作業要領３．ダクタイル鋳鉄管外面塗装補修作業要領３．ダクタイル鋳鉄管外面塗装補修作業要領    

  

１．塗１．塗１．塗１．塗        料料料料     

(１) 塗料は、鉄管メーカー指定の一液塗料または補修用スプレー塗料を使用する。  

(２) 塗料の硬化乾燥時間例を下表に示す。  

  

気  温  硬化乾燥時間 

10℃ ６時間 

20℃ ３時間 

  

２．補修塗装方法２．補修塗装方法２．補修塗装方法２．補修塗装方法        

 (１) 被塗装面の前処理  

①  塗装に傷及び破損部分が認められた場合、破損部分またはその周辺をグラインダー、ヤスリまた

はサンドペーパーなどで磨き、油脂分の付着または異物のないように清掃する。  

②  清掃を行った被塗装面は、塗装するまでの間、ほこりや油脂分が付着しないように保護する。  

③  被塗装面に油脂分及び水分などが付着した場合は、有機溶剤及び乾いた布で拭き取った後、十分

乾燥させる。  

 (２) 塗  装  

① 塗料は、十分攪拌して使用する。  

② 塗料の粘度が高く塗りにくいときは、専用シンナー等で刷毛塗りしやすい程度に薄める。  

③ 塗料は、塗り残し、塗りむらなどがなく、均一な塗膜が得られるようにする。  

④ 使用後の刷毛などは、専用シンナー等でよく清掃する。  
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４．モルタルライニング補修作業要領４．モルタルライニング補修作業要領４．モルタルライニング補修作業要領４．モルタルライニング補修作業要領    

  

１．モルタルライニング補修作業１．モルタルライニング補修作業１．モルタルライニング補修作業１．モルタルライニング補修作業        

 (１) 着材にはアイボン＃2025またはセメントモルタル混和用エマルジョンを用いる。  

 (２) アイボン使用の時は、季節に応じてシンナーの量を加減する。（夏期は少なく冬期は多く）  

 (３) 砂セメント比は１：１で、水分は出来るだけ少なくする。（練ったモルタルを片手で強く握り固 

   め、手の親指で軽く押さえて３つ位に大きく割れる程度に水を混ぜ、よく練る）  

 (４) 補修する箇所をテストハンマーでたたいて範囲を確認する。  

 (５) ライニングをハツリ取る場合、健全部との境界は先のとがったノミで軽く削り、健全部への影響 

   を少なくする。  

 (６) ハツリ取った後スケール等があれば完全に除去する。  

 (７) 接着剤は薄く均等に塗り、少し時間をおいてからモルタルを充填する。  

 (８) モルタルは平均にハンマーで強くたたき込む。  

 (９) 仕上げは鋳物ヘラを用いて編肉または凸凹にならぬ様に仕上げる。  

 (10) 補修後は必ず養生を施す。（ウェス等に水を含ませて）即乾は絶対に避ける。 

 

２．シールコートについて２．シールコートについて２．シールコートについて２．シールコートについて        

 (１) 目  的 

①  モルタルの急速な乾燥を防止し、養生を均一に行い品質を安定させる。  

②  水の汚染が激しい場合、塩素の投入量が多くなると水が酸性になり、モルタル中のアルカリ成分

が溶出するのでこれを防ぎ、ライニングの寿命を長くする。  

③  シールコート塗料はアルカリ系共重合エマルジョン塗料  

      例 名称 ラテックスＫＳ－１（大日本インキ） 
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５．内面エポキシ樹脂塗装補修作業要領５．内面エポキシ樹脂塗装補修作業要領５．内面エポキシ樹脂塗装補修作業要領５．内面エポキシ樹脂塗装補修作業要領    

１．補修塗料による補修１．補修塗料による補修１．補修塗料による補修１．補修塗料による補修        

 (１) 補修塗料     

 切管部の補修は、専用の切管鉄部用塗料（常温硬化型の一液性エポキシ樹脂）を用いて行う。  

切管鉄部用塗料の硬化乾燥時間例を下表に示す。  

 

硬化乾燥時間 

10℃ 30分 

20℃ 15分 

30℃ 15分 

     

    また、管内部の塗膜を損傷した場合の補修用塗料としては、専用の内面補修用塗料（常温硬化型 

   二液性エポキシ樹脂）がある。この塗料の硬化乾燥時間例を下表に示す。  

  

硬化乾燥時間 

10℃ 16時間 

20℃ 8時間 

30℃ 6時間 

  

 (２) 切管部の補修  

①  切り口端面（内側）を２°または２

R

程度の面取りを行う。  

②  塗膜に損傷部があればこの部分を除去する。  

③  損傷部が大きい場合には、塗装面と損傷部の金属面をグラインダー及びサンドペーパー（＃160 

程度）で研磨する。  

④  切管鉄部用塗料（一液性エポキシ樹脂）を刷毛で均一かつ平均に塗装する。一回塗りで所定の膜

厚が得られない場合は、塗装間隔を守って、同様の方法で塗り重ねを行う。外面塗装の上への塗装

はできるだけ避けること。  

 (３) 管内部の損傷塗膜の補修  

①  損傷した塗膜を除去する。  

②  損傷部周辺（約５㎜）の塗膜面と損傷部の金属面をグラインダー及びサンドペーパー（＃160 程

度）で研磨する。  

③  内面補修用塗料（二液性エポキシ樹脂）を所定の配合比で混合し、十分攪拌する。  

④  内面補修用塗料を刷毛で均一かつ平滑に塗装する。一回塗りで所定の膜厚が得られない場合は、塗

装間隔を守って、同様の方法で塗り重ねを行う。  

  

２．防食ゴムによる防食２．防食ゴムによる防食２．防食ゴムによる防食２．防食ゴムによる防食        

   切管部の防食対策として、エチレンプロピレンゴム（ＥＰＤＭ）製の防食ゴムを用いて防食を行う 

方法もある。  
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７．各種弁類の重量７．各種弁類の重量７．各種弁類の重量７．各種弁類の重量    

単位：㎏ 

呼び径 

（㎜） 

JIS B 2062 

水道用 0.75MPa 

仕 切 弁 

JWWA B 120 

水道用 0.75MPa 

ソフトシール弁 

JIS B 2064 

水道用ﾊﾞﾀﾌﾗｲ弁 

 JIS B 2063 

水道用空気弁 

縦型 横型 ｼｮｰﾄ ﾛﾝｸﾞ 縦型 横型 急速 単口 双口 

13 － － － － － － － 

 

20 － 

20 － － － － － － － 

 

20 － 

25 － － － － － － 30 

 

20 － 

50 20 － 20 20 － － － 

 

－ － 

75 40 － 30 30 － － 35 

 

－ 70 

100 55 － 35 45 － － 45 

 

－ 95 

150 100 － 55 75 － － 90 

 

－ 160 

200 145 － 75 115 150 150 215 

 

－ － 

250 220 － 130 175 200 200 － 

 

－ － 

300 300 － 175 235 240 240 － 

 

－ － 

350 485 － 300 300 335 335 － 

 

－ － 

400 685 695 450 450 445 445 － 

 

－ － 

450 785 860 585 585 575 575 － 

 

－ － 

500 980 1,060 635 635 650 650 － 

 

－ － 

600 1,600 1,600 － － 720 720 － 

 

－ － 

700 2,300 2,300 － － 1,010 1,010 － 

 

－ － 

800 3,100 3,100 － － 1,300 1,300 － 

 

－ － 

900 4,200 4,200 － － 1,800 1,800 － 

 

－ － 

1,000 5,600 5,600 － － 2,500 2,500 － 

 

－ － 

1,100 6,600 6,480 － － 3,010 3,010 － 

 

－ － 

1,200 7,840 7,510 － － 3,600 3,600 － 

 

－ － 

1,350 

 

9,050 － － 4,570 4,570 － 

 

－ － 

1,500 

 

10,300 － － 6,100 6,100 － 

 

－ － 

 注 ：ショートは浅埋対応型、ロングは旧型。 
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８．各種制水弁の高さ、面間距離及びキャップ軸回転数８．各種制水弁の高さ、面間距離及びキャップ軸回転数８．各種制水弁の高さ、面間距離及びキャップ軸回転数８．各種制水弁の高さ、面間距離及びキャップ軸回転数    

 

     注： 上表寸法は水道用制水弁たて型フランジタイプ 

        Ｈ（㎜）＝管芯よりキャップまでの高さ   

        Ｌ（㎜）＝フランジ面間距離 

        Ｎ（回）＝キャップ軸回転数（JIS B 2062 2064・JWWA B 120） 

 

９．水道用空気弁の大きさ９．水道用空気弁の大きさ９．水道用空気弁の大きさ９．水道用空気弁の大きさ（JIS B 2063）    

単位：㎜ 

口径 

単  口 双  口 急  速 

外 径 高 さ 外 径 高 さ 外 径 高 さ 

13 185 230     

20 195 225     

25 200 235   260 420 

75   515 460 320 390 

100   560 530 360 410 

150   675 610 450 500 
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10101010．管種口径別外径．管種口径別外径．管種口径別外径．管種口径別外径    

単位：mm 

 

配 水 用 

ポ リ エ チ レ ン 管 
塩  化 

ビニル管 

配 管 用 

炭素鋼鋼管 

水  道  用 

ポリエチレン管 

ダクタイル 

鋳 鉄 管 

H20.12 以前 H21.1 以降 

13    18.0  21.5  

20    26.0  27.2 27.0  

25    32.0  34.0 34.0  

32    38.0  42.7 42.0  

40    48.0  48.6 48.0  

50    60.0  60.5 60.0  

75  89.0  90.0  89.0  89.1   93.0 

100 114.0 125.0 114.0 114.3   118.0 

150 165.0 180.0 165.0 165.2   169.0 

200 216.0 250.0  216.3   220.0 

250    267.4   271.6 

300    318.5   322.8 

350    355.6   374.0 

400    406.4   425.6 

450    457.2   476.8 

500    508.0   528.0 

600       630.8 

700       733.0 

800       836.0 

900       939.0 

1,000      1041.0 
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種別 

口径 



 

11111111．内水圧による管の不平均力．内水圧による管の不平均力．内水圧による管の不平均力．内水圧による管の不平均力    

呼び径 

Ｄ（㎜） 

 

水圧 0.1MPa あたりの不平均力表（ＫＮ) 

 

90°曲管 45°曲管 22°1/2 曲管 11°1/4 曲管 5°5/8 曲管 ふた 

75 0.96 0.52 0.27 0.13 0.07 0.68 

100 1.55 0.84 0.43 0.21 0.11 1.09 

150 3.17 1.75 0.88 0.44 0.22 2.24 

200 5.38 2.91 1.48 0.75 0.37 3.80 

250 8.19 4.43 2.26 1.14 0.57 5.79 

300 11.57 6.26 3.19 1.60 0.80 8.18 

350 15.54 8.41 4.29 2.15 1.08 10.99 

400 20.12 10.89 5.55 2.79 1.40 14.23 

450 25.25 13.67 6.97 3.50 1.75 17.86 

500 30.97 16.76 8.54 4.29 2.15 21.90 

600 44.20 23.92 12.19 6.13 3.07 21.90 

700 59.68 32.30 16.47 8.27 4.14 42.20 

800 77.63 42.01 21.42 10.76 5.39 54.89 

900 97.93 53.00 27.02 13.58 6.80 69.25 

1,000 120.37 65.14 33.21 16.68 8.35 85.11 

 注：外径で計算した。 
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12121212．．．．SSSS ベ ン ド 寸 法 表ベ ン ド 寸 法 表ベ ン ド 寸 法 表ベ ン ド 寸 法 表 ①①①①    
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12121212．．．．SSSS ベ ン ド 寸 法 表ベ ン ド 寸 法 表ベ ン ド 寸 法 表ベ ン ド 寸 法 表 ②②②②    
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13131313．チェーン・ロープの安全荷重表．チェーン・ロープの安全荷重表．チェーン・ロープの安全荷重表．チェーン・ロープの安全荷重表    

(１)チェーン安全荷重 

径 

 

 

(㎜) 

外 側 

の 幅 

 

(㎜) 

矩   形 長   形 

安 全 

荷 重 

 

(kg) 

破 断 

荷 重 

 

(kg) 

外 側 

の長さ 

(㎜) 

単位長 

当り重量 

kg/m 

外 側 

の長さ 

(㎜) 

単位長 

当り重量 

kg/m 

6 21 30 0.8 36 0.7 200 1,000 

8 28 40 1.5 48 1.0 400 2,000 

9 32 45 1.8 54 1.7 460 2,300 

11 38 55 2.9 65 2.6 800 4,000 

13 46 62 4.0 78 3.4 1,280 6,400 

16 55 78 5.9 95 5.1 2,000 10,000 

19 66 92 8.3 114 7.3 2,500 12,500 

22 78 108 11.0 132 9.7 3,500 17,500 

25 88 122 14.2 150 12.5 4,000 20,000 

安全率は５とする 材質 SS400 

(２)ワイヤーロープの安全荷重 

（6×37） 

裸１種 155kg/㎜ ２級の場合 

径 

 

 

 

 

(㎜) 

切 

断 

荷 

重 

(ｔ) 

安  全  荷  重  (ｔ) 

一
 

本
 

吊
 

二     本     吊 

垂  直 

 

 

 

 

60° 

 

 

90° 

 

 

 

120° 

 

 

 

 

8 3.34 0.56 1.11 0.96 0.79 0.56 

10 5.21 0.87 1.74 1.50 1.23 0.87 

12 7.50 1.25 2.50 2.17 1.77 1.25 

14 10.20 1.70 3.40 2.94 2.40 1.70 

16 13.30 2.22 4.43 3.84 3.14 2.22 

18 16.90 2.82 5.63 4.88 3.98 2.82 

20 20.80 3.47 6.93 6.00 4.90 3.47 

資－14



 

14141414．諸材料の比重表．諸材料の比重表．諸材料の比重表．諸材料の比重表    

名  称 重 量 名  称 重 量 名  称 名  称 

ダクタイル鉄管 7.15 コ バ ル ト 8.90 粘 土 質 1.40 

鋳 鉄 管 7.20 チ タ ン 4.54 土砂を含んだ砂 2.30 

鋼 管 7.83 パ ナ ジ ウ ム 6.00 セ メ ン ト 3.20 

銅 8.62 亜 鉛 7.14 セメントモルタル 2.10 

鉛 11.37 錫 7.29 コンクリート  2.30 

ク ロ ー ム 7.10 白 金 21.50 煉 瓦 1.90 

ニ ッ ケ ル 8.90 水 1.00 揮 発 油 0.75 

ア ル ミ ニ ウ ム 2.70 海 水 1.03 石 油 0.85 

水 銀 13.56 土    （乾） 1.40 重 油 0.95 

金 19.32 砂  （自然湿） 1.80 石 炭 0.90 

銀 10.45 砂利   （乾） 1.70 コ ー ク ス 0.50 

タ ン グ ス テ ン 19.30 軽 砂 利 0.70 樫 0.80 

モ リ ブ デ ン 10.20 花 崗 岩 2.70 松 0.59 

マ グ ネ シ ウ ム 1.74 砂 岩 2.00 桧 0.48 

マ ン ガ ン 7.40 粘 土 1.92 杉 0.34 
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15151515．土の内部摩擦角・摩擦係数・許容支持力．土の内部摩擦角・摩擦係数・許容支持力．土の内部摩擦角・摩擦係数・許容支持力．土の内部摩擦角・摩擦係数・許容支持力    

(１) 内部摩擦角 

種   別 状   態 

単 位 重 量 

（KN／㎥） 

内 部 摩 擦 角 

（  °） 

普 通 土 

乾燥したもの 

水分のあるもの 

水で飽和したもの 

14 

16 

18 

35～40 

45 

25～30 

砂 

乾燥したもの 

水分のあるもの 

16 

18 

30～35 

40 

粘土まじり砂 

乾燥したもの 

水分のあるもの 

水で飽和したもの 

20 

15 

19 

20～25 

40～45 

20～25 

粘   土 

乾燥したもの 

水分のあるもの 

水で飽和したもの 

16 

20 

－ 

40～45 

20～25 

14～20 

砂   利 

乾燥したもの 

水分のあるもの 

水で飽和したもの 

18 

19 

－ 

35～40 

27～40 

25～30 

シルト  17 10～20 

 

(２) 摩擦係数 

土 の 種 類 摩擦係数 土 の 種 類 摩擦係数 

つき固めた土 0.50 砂    利 0.60 

濁    土 0.53 粘    土 0.20～0.50 

小  玉  石 0.60 乾    砂 0.50 

玉    石 0.50 普通土または湿砂 0.20～0.33 

 

(３) 許容支持力 
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土 の 種 類 

許容支持力 

土 の 種 類 

許容支持力 

（KN／㎡） （KN／㎡） 

粘    土 50～200 か た い 砂 500～700 

砂まじり土 300～400 か た い 小 石 500～800 

水分の多い砂 10～300 土 岩 ・ 砂 岩 700～2500 

水分の少ない砂 300～500 か た い 岩 2000～5000 



 

16161616．．．．管 内 水 量 概 算管 内 水 量 概 算管 内 水 量 概 算管 内 水 量 概 算 表表表表    

単位：ｔ 

口径 

(㎜) 

管   延   長   (ｍ) 

100 300 500 1200 2000 

75 0.6 1.9 3.1 7.5 12.4 

100 0.8 2.4 3.9 9.4 15.7 

150 1.8 5.3 8.8 21.2 35.3 

200 3.1 9.4 15.7 37.7 62.8 

250 4.9 14.7 24.5 58.9 98.2 

300 7.1 21.2 35.5 84.8 141.4 

350 9.6 28.9 48.1 115.5 192.4 

400 12.6 37.7 62.9 150.8 251.4 

450 15.9 47.7 79.5 190.8 318.0 

500 19.6 58.9 98.2 235.6 392.7 

600 28.3 84.8 141.4 339.2 565.4 

700 38.5 115.4 192.4 461.8 769.0 

800 50.3 150.8 251.4 603.2 1,005.4 

900 63.6 190.8 381.1 763.4 1,272.3 

1,000 78.5 235.5 292.5 942.0 1,570.0 

 

17171717．鋳鉄管の水中浮力と浮き上がらないための必要土被り．鋳鉄管の水中浮力と浮き上がらないための必要土被り．鋳鉄管の水中浮力と浮き上がらないための必要土被り．鋳鉄管の水中浮力と浮き上がらないための必要土被り    

口径 

(㎜) 

１  種  管 ２  種  管 

浮  力 (kg) 必要土被 (㎝) 浮  力 (kg) 必要土被 (㎝) 

200 -1.0 0.0 34.0 2.0 

250 52.6 2.5 95.6 4.6 

300 154.0 5.1 196.0 6.5 

350 263.1 7.5 311.1 8.9 

400 344.5 8.6 427.5 10.7 

450 467.3 10.4 560.3 12.5 

500 607.7 12.2 710.7 14.2 

600 899.1 15.0 1,105.1 18.4 

700 1,291.9 18.5 1,578.9 22.6 

800 1,703.4 21.3 2,093.4 26.2 

900 2,175.0 24.2 2,665.0 29.7 

1,000 2,686.7 26.9 3,306.7 33.1 
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18181818．ダクタイル鋳鉄管の質量．ダクタイル鋳鉄管の質量．ダクタイル鋳鉄管の質量．ダクタイル鋳鉄管の質量    

単位：㎏ 

ダクタイル鋳鉄管 受口突部の質量 ダクタイル鋳鉄管 直部（1ｍ当たり）の質量 

呼び径 

 

 

(㎜) 

ＮＳ形 

 

 

受口突部 

（挿口突部） 

Ｋ形 

 

 

受口突部 

Ｔ形 

 

 

受口突部 

管 厚 (㎜) 

ライ 

ニン 

グ厚 

(㎜) 

外径 

 

 

(㎜) 

質    量 

Ｔ 直 部 1ｍ 

Ｄ1 Ｄ3 ｔ1 Ｄ2 Ｄ1 Ｄ3 ﾗｲﾆﾝｸﾞ 

75 

12.6 

(0.040) 

5.15 3.73 7.5 6.0 4 93.0 14.40 11.73 2.23 

100 

15.9 

(0.078) 

6.68 5.11 7.5 6.0 4 118.0 18.62 15.09 2.99 

150 

24.8 

(0.110) 

9.64 7.63 7.5 6.0 4 169.0 27.21 21.97 4.52 

200 

30.9 

(0.142) 

12.50 11.50 7.5 6.0 4 220.0 35.81 28.84 6.06 

250 

37.3 

(0.174) 

15.60 15.00 7.5 6.0 4 271.6 44.49 35.80 7.62 

300 

57.3 

(0.161) 

24.00 17.30 7.5 6.0 6 322.8 53.12 46.18 13.65 

350 

67.3 

(0.186) 

28.90 24.40 7.5 6.0 6 374.0 61.74 53.66 15.97 

400 

75.1 

(0.211) 

34.50 27.60 8.5 7.0 6 425.6 79.64 65.82 18.21 

450 

83.9 

39.50 32.80 9.0 7.5 6 476.8 94.57 79.06 20.48 

(0.236) 

500 

110.0 

(0.956) 

45.70 37.90 9.5 8.0 6 528.0 110.64 93.44 22.76 

600 

132.0 

(1.140) 

57.50 49.10 11.0 9.0 6 630.8 153.14 125.70 27.27 

700 

184.0 

(2.490) 

75.00 69.60 12.0 10.0 8 733.0 194.35 162.40 42.28 

800 

231.0 

(2.840) 

90.70 85.40 13.5 11.0 8 836.0 249.42 203.85 48.32 

900 

282.0 

(3.180) 

112.00 108.00 15.0 12.0 8 939.0 311.33 249.87 54.35 

1000 

336.0 

(6.460) 

140.00 135.00 16.5 13.0 10 1,041.0 379.71 300.19 75.25 
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19191919．各種公式及び計算例．各種公式及び計算例．各種公式及び計算例．各種公式及び計算例    

１．ヘーゼン・ウィリアムス公式（口径１．ヘーゼン・ウィリアムス公式（口径１．ヘーゼン・ウィリアムス公式（口径１．ヘーゼン・ウィリアムス公式（口径 75757575 ㎜以上に適用）㎜以上に適用）㎜以上に適用）㎜以上に適用）        

  

 Ｖ ＝ 0.35464・Ｃ・Ｒ

0.63

・Ｉ

0.54

   

 Ｈ ＝ 10.666・Ｃ

-1.85

・Ｄ

-4.87

・Ｑ

1.85

・Ｌ   

 Ｑ ＝ 0.27853・Ｃ・Ｄ

2.63

・Ｉ

0.54

   

 Ｄ ＝ 1.6258・Ｃ

-0.38

・Ｑ

0.38

・Ｉ

-0.205

   

   

 〔Ｈ：摩擦損失水頭（ｍ）、Ｃ：流出係数（通常は 110）、Ｌ：延長（ｍ）、Ｄ：管内径（ｍ）、  

  Ｑ：流量（㎥／s）、Ｖ：平均流速（ｍ／s）、Ｉ：動水勾配（＝Ｈ／Ｌ）、Ｒ：径深（ｍ）〕  

   

２．ウェストン公式（口径２．ウェストン公式（口径２．ウェストン公式（口径２．ウェストン公式（口径 50505050 ㎜以下に適用）㎜以下に適用）㎜以下に適用）㎜以下に適用）         

    

  0.01739-0.1087・Ｄ  ι・υ

2

     

Ｈ ＝〔0.0126+  〕   

  √υ  Ｄ・２・ｇ    

   

 〔Ｈ：摩擦損失係数（ｍ）、υ：流速（ｍ／s）、ｇ：重力の加速度（ｍ／sec

2

） 、  

  Ｄ：管内径（ｍ）、ι 管延長（ｍ）〕  

   

３．合成管径式３．合成管径式３．合成管径式３．合成管径式        

  

 Ｄ

2.63 

＝ Ｄ1

2.63

＋Ｄ2

2.63

  （Ｄ：合成管径，Ｄ1・Ｄ2：被合成管径）  

  

 

   

  （注）流量の括弧書きは決定流量  

    

①  上表に仮定流量を記入する。  

②  表－１の（ａ）欄に管路記号・口径・粗度係数・延長及び仮定流量を記入する。  

③  動水勾配欄に，単位延長あたりの摩擦損失水頭を記入する。（Ｈ－ウィリアムス）  

④  区間摩擦損失水頭欄に対してはＩ×（Ｌ／単位長）を全管路に記入してから、 

 その合計（Σｋ）を記入する。  

⑤  ｋ欄に対しては、ｈ／Ｑをそれぞれ記入してから、その合計（Σｋ）を記入する。  

⑥  Ｋ欄には、その管網のｋの合計（Σｋ）の 1.85 倍したものを記入する。  

⑦  “求めた ΔＱ”欄には、ΣｈをＫで除したものに対して，その符号を変えたものを記入する。  

⑧  “修正すべき ΔＱ”欄には、管路に対しそれぞれ求めた ΔＱを記入する。  
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⑨  以上で仮定流量による計算は終了し、次の（ｂ）欄の第１次修正値による計算に移るので 

あるが、（ｂ）欄に対するＣまでの記入は（ａ）欄と同一である。  

⑩  Ｑ欄には、（ａ）欄の仮定流量に（ｈ）の“修正すべきΔＱ”を加減したものを記入する。  

⑪  Ｉ欄以下には前同様に計算記入する。  

⑫  （ｂ）欄の第２次修正値による計算が終了し、Σｈ≒0と認められない場合は、（c）欄の 

第２次修正値による計算以下を行う。（本例では第２次で完了）  

⑬  計算終了の上は各管路に対する損失水頭の決定値を記入する。  

     

 

     

       

① ループ ア と イ について，単一管網と同様に別々に計算を行う。  

  

② 仮定値による計算を終了し、修正すべき ΔＱ
R
をループ ア と イ について算出する。  

③ 修正すべき ΔＱ
R
を仮定値に加減して第１次修正値を求めるが、ループ ア と イ の重複して  

   いるＢ－Ｃのみ ア と イ の修正すべき ΔＱ
R
を計算する。つまり、  

       

   ΔΔΔΔＱＱＱＱRRRR（Ｂ－Ｃ）（Ｂ－Ｃ）（Ｂ－Ｃ）（Ｂ－Ｃ）    ＝＝＝＝    ΔΔΔΔＱＱＱＱR1R1R1R1＋＋＋＋ΔΔΔΔＱＱＱＱR2R2R2R2            

     

④ ２回目以降の計算も同様。  
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  ((((    ２２２２    ))))      多多多多    重重重重    管管管管    網網網網      

                                                      ｑ 
B   

      Ｂ   

            

  Ｑ           

  Ａ   ア   イ   Ｄ     ｑ 
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５．保温厚さの算出例５．保温厚さの算出例５．保温厚さの算出例５．保温厚さの算出例        

    

 (１) 条  件 

    初期水温４℃で満水停止状態の鋼管φ200 が外気温-30℃、風速 20ｍ／s でさらされた

とき、   停水時間 10 時間までは凍結しないように硬質ウレタンフォームで保温施工する

場合の保温厚χ   を算出する。 

 (２) 公  式  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

種   別 記  号 数  値 単  位 

ｔ 時 間 後 の 水 温 θ  0  ℃  

外 気 温 θ
r
   -30  ℃  

初 期 水 温 θ
i
   4  ℃  

保 温 材 の 熱 伝 導 率 λ  0.016  kcal／mhr℃  

鋼 管 の 外 半 径 γ
1
  0.10815  ｍ  

保 温 材 の 外 半 径 γ
2
   γ1＋χ  ｍ  

水 の 比 熱 Ｃ
1
  1  kcal／kg℃  

鋼 管 の 比 熱 Ｃ
2
  0.11  kcal／kg℃  

保 温 材 の 比 熱 Ｃ
3
   0.3  kcal／kg℃  

保 温 材 の 表 面 伝 導 率  α  30  kcal／mhr℃  

管長１ｍ当たりの水の重量  Ｗ
1
  32.91  kg／ｍ  

鋼 管 １ ｍ 当 た り の 重 量 Ｗ
2
  30.1  kg／ｍ  

管長１ｍ当たりの保温材の重量 Ｗ
3
   ρ（γ

2

2

－γ
1

2

）π kg／ｍ  

保 温 材 の 密 度 ρ  30  kg／ｍ  

保 温 材 の 厚 さ χ     ｍ  
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 θ－θ
r
 ＝ （θ

i
－θ

r
）ｅ

（－Ａｔ／Ｂ）

       ・・・・・・・・・・・・・・   １ 

   Ａ ＝   

２πλ

ℓｎ γ2＋λ／α
γ1

          ・・・・・・・・・・・・・・   ２ 

 Ｂ ＝ Ｃ
1
Ｗ

1
＋Ｃ

2
Ｗ

2
＋Ｃ

3
Ｗ

3
ｈ         ・・・・・・・・・・・・・・   ３ 

   ｈ ＝   

（γ1＋γ2）γ2＋2γ12）
3（γ1＋γ2）（γ2＋γ1）   ・・・・・・・・・・・・・・   ４ 



 

 (３) 解  法  

 

 

 

 

 

 

 

 

 γ
2
＝γ

1
＋χ であるから、③・④より、    

 

 

 

 ＝ 9.4248〔(2γ
1
＋χ) (γ

1
＋χ)－2γ

1

2

〕    

  ＝ 9.4248 (3γ
1
χ＋χ

2
) ＝ 9.4248χ (3γ

1
＋χ)  ・・・・・・・ 6  

    

 

 

 

 

  ③・⑥より、  Ｂ ＝ 36.221＋9.4248χ（0.3245＋χ）  ・・・・・・・・・・・・・ 8  

  以上から、⑤・⑦・⑧をみたすχを求める。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ⑤の条件から、0.02＜χ＜0.03 

 

   従って保温厚は 30㎜以上とする。 
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数式を代入して、 

①より、 

ｅ

（－Ａｔ／Ｂ）

 ＝ 

（θ
i
－θr） 

＝ 

4-(-30） 

＝ 1.1333 

θ－θr 0-(-30） 

 

従って 

Ａ 

＝ 

ℓｎ 1.1333 

＝ 

0.1251 

＝ 0.0125 ・・・・・・・・ 5 

Ｂ t 10 

 

Ｃ
3
Ｗ

3
ｈ ＝ 

Ｃ
3
ρ(γ

2

2

－γ
1

2 

)π〔(γ
1
＋γ

2
)γ

2
－2γ

1

2

〕 

3(γ
1
＋γ

2
) (γ

2
－γ

1
) 

②より Ａ ＝     0.1005 ・・・・・・・・・・・・・・・・・ 7 

  

ℓｎ 

 0.10868＋χ  

    0.10815  

χ＝0.02 のとき、    Ａ ＝ 0.1005 

＝ 0.5783 
ℓn 1.1898 

             Ｂ ＝   36.2859 

よって、 
Ａ 

＝ 0.0159 

Ｂ 

 

χ＝0.03 のとき、 

Ａ ＝ 

 0.1005 

＝ 0.4041 

  ℓn 1.2823 

 
Ｂ ＝   36.3212 

 

よって、 

Ａ 

＝ 0.0111 

Ｂ 
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21212121．配管の標示記号および符号．配管の標示記号および符号．配管の標示記号および符号．配管の標示記号および符号    

    

１．管種別記号  

名       称 継手形式 記  号 

ダ ク タ イ ル 鋳 鉄 管 

（ 内 面 粉 体 塗 装 ） 

Ｇ Ｘ 形 ＤＧＸＰ 

Ｎ Ｓ 形 ＤＮＳＰ 

Ｋ 形 Ｄ Ｋ Ｐ 

ダ グ タ イ ル 鋳 鉄 管 

（ モ ル タ ル ラ イ ニ ン グ ） 

Ａ 形 ＭＤＡＰ(GIS 表記:DAP) 

Ｋ 形 ＭＤＫＰ(GIS 表記:DKP) 

Ｔ 形 ＭＤＴＰ(GIS 表記:DTP) 

Ｓ 形 ＭＤＳＰ(GIS 表記:DSP) 

Ｎ Ｓ 形 ＭＤＮＳＰ(GIS 表記:DNSP) 

Ｋ Ｆ 形 ＭＤＫＦＰ(GIS 表記:DKFP) 

Ｕ Ｓ 形 ＭＤＵＳＰ(GIS 表記:DUSP) 

ね ず み 鋳 鉄 管  Ｃ Ｉ Ｐ 

塗 覆 装 鋼 管  ＳＴＰＷ 

鋼 管  Ｓ Ｐ 

ス テ ン レ ス 鋼 管  Ｓ Ｕ Ｓ 

ポ リ エ チ レ ン 二 重 保 温 管  Ｐ Ｇ Ｐ 

水 道 用 硬 質 塩 化 ビ ニ ル 管 ＴＳ・ＲＲ Ｖ Ｐ 

水道用耐衝撃性硬質塩化ビニル管 Ｒ Ｒ Ｖ Ｈ Ｐ 

水 道 用 石 綿 セ メ ン ト 管  Ａ Ｃ Ｐ 

水 道 用 ポ リ エ チ レ ン 管  Ｐ Ｐ 

鋼 体 外 装 ポ リ エ チ レ ン 管  Ｐ Ｗ Ｐ 

ス パ イ ラ ル ダ ク ト 管  Ｓ Ｄ Ｐ 

配 水 用 ポ リ エ チ レ ン 管  Ｈ Ｐ Ｐ 
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２．水道管符号  

 

※2018 年度以前の表記 

口径 符号 口径 符号 

～φ40  40  φ350 

 

φ50  φ400  400  

φ75  φ450  450  

φ100 

 

φ600  600  

φ150 

 

φ1000  1000  

φ200 
 

φ2000  2000  

φ250 

 

 

埋設位置 

  

ＯＦＦ 

 

土被り 
ＤＰ 

φ300  

 

         

 

※2019 年度以降の表記 

符      号 

（例）      ＤＧＸＰφ400（19） 

 （管種・口径・設置年度下二桁） 

埋設位置 

土被り 

ＯＦＦ 

ＤＰ 

※水道管は実線で記し、管種・口径・設置年度を記すこと。 
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（水道管） 



 

 

※ 埋設年度表示 

  １９８９年           （８９） 

  ２０００年           （００） 

  ２００１年           （０１） 
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ソフトシール弁ソフトシール弁ソフトシール弁ソフトシール弁    



 

 ４．継手記号 

 

名 称 及 び 記 号 

ダクタイル鋳鉄管ＧＸ形 ダクタイル鋳鉄管ＧＸ形ライナ 

ダクタイル鋳鉄管ＮＳ形  

 

ダクタイル鋳鉄管ＮＳ形ライナ 

 

ダクタイル鋳鉄管Ｋ形 

 

ダクタイル鋳鉄管Ｋ形特押 

 

ダクタイル鋳鉄管Ｔ形 

 

 

ダクタイル鋳鉄管Ｔ形特押 

 

ダクタイル鋳鉄管Ａ形 

 

ダクタイル鋳鉄管Ａ形特押 

 

ＶＰ（ＲＲ） 

 

ＶＰ（ＲＲ）離防 

 

フ ラ ン ジ 継 手 Ｒ Ｆ 

 

フ ラ ン ジ 継 手 Ｇ Ｆ 

 

ポリエチレン管バット融着 

 

ポリエチレン管冷間継手  

 

ポリエチレン管ＥＦ継手  

 

鋼 管 溶 接 継 手 

 

鋼 管 ね じ 継 手 
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 ５．異形管記号 

 （１）鋳鉄管 

 

名 称 ＮＳ 形 Ｋ  形 Ｔ  形 ＧＸ 形 

栓 

 

 

  

短管１号 

  

 
 

短管２号 

  

 

 

十字管 

 
 

 

 

丁字管 

  

 
 

フランジ 

付Ｔ字管  

 

 
 

曲管 

 
 

 
 

継輪 

 

 

 

 

挿し受 

片落管  
 

 

 

受挿し 

片落管 

  

 

 

帽 
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（２） 塩ビ管 

名   称 記   号 名   称 記   号 

塩ビ製ベンド 

 

鋳鉄製メカフランジ 

 

〃 ソケット 

 

〃 ＶＣジョイント 

 

〃 ＭＣユニオン 
 

〃 ＶＣｼﾞｮｲﾝﾄ 2 型 

 

鋳鉄製栓帽 

 

〃 ＶＳジョイント 

 

〃 丁字管 

 

〃 片落管 

 

 

 

（３） 水道用ポリエチレン管、その他 

名   称 記   号 名   称 記   号 

ＰＰソケット 

ＥＦソケット  

ＰＰエンド 

 

〃 チーズ 

 

〃 オス 

 

〃異形ソケット 

 

〃 メス 

 

〃 エルボ 

 

分水栓＋Ｐメータ 

 

割丁字管（副弁付） 

 

割丁字管（副弁無） 

 

伸縮可撓管 

 

ＥＦ止水サドル 
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